


第１７５号 広 報 い し い （２）平成２５年１１月１５日

●
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て

　
専
決
処
分
し
た
公
用
自
動
車
事

故
に
よ
る
損
害
賠
償
額
の
決
定
と

和
解
に
つ
い
て
報
告
し
、
承
認
を

得
ま
し
た
。

 ●
石
井
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
石
井
町
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
を
設
置
し
、
そ
の
組

織
及
び
運
営
に
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

●
石
井
町
業
務
委
託
火
葬
場
使
用

料
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
石
井
町
業
務
委
託
火
葬
場
の
使

用
料
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

条
例
の
制
定

 ●
石
井
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
対
す

る
寄
附
金
に
係
る
個
人
市
町
村
民

税
の
寄
附
金
税
額
控
除
に
つ
い
て

の
見
直
し
、
延
滞
金
及
び
還
付
加

算
金
等
に
つ
い
て
の
見
直
し
等
、

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
地
方
税
に
お
け
る
延
滞
金
の
割

合
を
引
き
下
げ
る
特
例
措
置
が
見

直
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
準
じ

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

お
け
る
延
滞
金
に
つ
い
て
も
割
合

を
引
き
下
げ
る
た
め
、
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
税
に
お
け
る
延
滞
金
の
割

条
例
の
一
部
改
正

合
を
引
き
下
げ
る
特
例
措
置
が
見

直
さ
れ
た
た
め
、こ
れ
に
準
じ
て
、

介
護
保
険
料
に
お
け
る
延
滞
金
に

つ
い
て
も
割
合
を
引
き
下
げ
る
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
分
担
金
等
の
督
促
手
数

料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
税
に
お
け
る
延
滞
金
の
割

合
を
引
き
下
げ
る
特
例
措
置
が
見

直
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
準
じ

て
、
本
町
に
お
け
る
使
用
料
等
の

歳
入
に
関
す
る
延
滞
金
に
つ
い
て

も
割
合
を
引
き
下
げ
る
た
め
、
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
石
井
町
中
央
公
民
館
に
お
け
る

主
催
講
座
数
及
び
講
座
実
施
回
数

増
に
よ
る
事
務
量
等
の
増
加
の
た

め
、
館
長
の
勤
務
時
間
を
延
長
す

る
こ
と
に
伴
い
、
報
酬
額
を
見
直

す
た
め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

 ●
石
井
町
民
体
育
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
石
井
町
高
川
原
町
民
体
育
館
の

解
体
、
取
り
壊
し
に
伴
い
、
本
条

例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

条
例
の
廃
止

 ●
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
高
川
原
６
号
線
（
高

川
原
１
７
９－

１
～
高
川
原
１

８
０－

　
）
を
町
道
に
認
定
す
る

１４

た
め
に
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し

た
。

 ●
平
成
　
年
度
石
井
町
一
般
会
計

２５

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
補
正
額

４
億
３
 
４
８
５
万
１
千
円

　
予
算
の
総
額

　
億
１
 
２
０
２
万
５
千
円

８９

●
平
成
　
年
度
石
井
町
一
般
会
計

２５

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
補
正
額

４
８
７
万
２
千
円

　
予
算
の
総
額

　
億
１
 
６
８
９
万
７
千
円

８９

●
平
成
　
年
度
石
井
町
後
期
高
齢

２５

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
補
正
額

４
９
２
万
１
千
円

　
予
算
の
総
額

３
億
９
２
３
万
４
千
円

●
平
成
　
年
度
石
井
町
介
護
保
険

２５

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
補
正
額

６
 
８
１
８
万
９
千
円

そ

の

他

補

正

予

算

，，，，

　
予
算
の
総
額
　
億
７
６
１
万
３
千
円

２４

 ●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員
、
吉
岡
惠
美
子

氏
の
任
期
が
平
成
　
年
　
月
　
日

２５

１２

３１

に
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の

後
任
委
員
の
候
補
者
と
し
て
田
中

良
治
氏
（
高
川
原
）
を
推
薦
す
る

こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る

意
見
書
を
衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
法

第
９
条
の
第
１
順
位
指
定
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
総
務
大
臣
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
道
州
制
担
当
に

提
出
し
ま
し
た
。

不
採
択

●
国
に
対
し
「
消
費
税
増
税
中
止

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
請
願
 

人
　

　

事

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよ

議
会
だ
よ
りりりりりりりりりりり

　
平
成
　
年
第
３
回
定
例
町
議
会
を
９
月

２５

５
日
か
ら
　
日
ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で

１３

開
催
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
町
提
出
の
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

専
決
処
分
事
項
の
報
告

請

願
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■
免
許
を
取
得
し
て
い
な
い
職
員

に
よ
る
公
務
中
の
交
通
事
故
に
つ

い
て
　
事
故
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
に
つ

い
て
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、
事

故
発
生
後
、
直
ち
に
緊
急
の
課
長

会
を
開
催
し
、
事
故
の
経
過
及
び

各
課
等
に
お
け
る
再
発
防
止
を
徹

底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
臨
時
職
員

を
含
む
全
て
の
職
員
の
免
許
証
確

認
及
び
写
し
の
提
出
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
課
長

会
等
に
お
け
る
公
用
車
・
私
用
車

を
含
め
た
安
全
運
転
に
つ
い
て
の

注
意
喚
起
を
行
い
、
機
会
あ
る
ご

と
に
交
通
安
全
に
つ
い
て
、
全
職

員
の
啓
発
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
い
の
ち
を
守
る
防
災
・
危
機
対

策
課
関
連

　
消
防
団
詰
所
整
備
事
業
及
び
石

井
町
地
域
防
災
計
画
策
定
事
業
に

つ
い
て
、
新
た
に
国
等
の
交
付
金

が
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
藍
畑
分
団
第
６
部
の
他

に
浦
庄
分
団
第
２
部
と
浦
庄
分
団

第
３
部
の
消
防
団
詰
所
兼
一
時
避

難
所
の
建
替
と
、
地
域
防
災
計
画

の
策
定
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
住
民
を
守

２５

る
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

助
成
金
の
交
付
決
定
に
よ
り
、
災

害
用
備
蓄
品
と
し
て
ア
ル
フ
ァ
化

米
・
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
ロ
ン
グ
ラ

イ
フ
・
粉
ミ
ル
ク
等
の
食
料
、
生

理
用
品
・
紙
お
む
つ
等
の
消
耗
品
、

簡
易
ト
イ
レ
等
の
備
品
を
購
入
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

等
に
備
え
、
麻
名
用
水
土
地
改
良

区
・
石
井
町
石
油
商
業
組
合
・
一

般
社
団
法
人
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ

ス
協
会
名
西
地
区
会
と
８
月
　
日
１６

に
災
害
時
優
先
協
力
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活

用
水
、
資
機
材
等
の
燃
料
、
炊
き

出
し
等
に
必
要
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
確

保
が
で
き
、
石
井
町
と
し
て
も
災

害
時
に
お
け
る
対
策
が
大
幅
に
前

進
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
石
井
町
役
場
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
災
害
に
強
く
、
住
民
の
皆
様
の

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
、

住
民
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
新
庁

舎
を
建
設
で
き
る
よ
う
、
用
地
買

収
と
並
行
し
て
、
開
発
許
可
や
建

築
確
認
等
の
許
認
可
申
請
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
地
権
者
の
皆
様
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

許
認
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
早
期
着
工
に
向
け
、
工

事
請
負
契
約
指
名
競
争
入
札
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
児
童
福
祉
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る

２７

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

に
対
応
す
る
た
め
、「
石
井
町
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置
し
、

子
育
て
ニ
ー
ズ
の
反
映
な
ど
、
子

育
て
家
庭
の
実
情
を
踏
ま
え
た

「
石
井
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

安
心
・
安
全
な
保
育
環
境
を
提
供

す
る
た
め
に
、
計
画
的
に
施
設
整

備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
高
原
地
区
に
計
画
し
て
い
る

「
石
井
西
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ

い
て
、
８
月
９
日
に
地
域
説
明
会

を
実
施
し
、
認
定
こ
ど
も
園
に
つ

い
て
の
ご
意
見
や
開
園
後
の
運
営

に
関
す
る
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
参
加
し
た
皆
様
か
ら
合

意
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後

は
同
地
区
の
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
な
る
、
認
定
こ
ど
も
園
が
早
期

に
整
備
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

■
福
祉
生
活
課
関
連

　
石
井
町
の
火
葬
業
務
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
不
動
の
徳
島
西
火
葬
場

と
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す

が
、
火
葬
場
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
平
成
８
年
５
月
の
藍
畑
火
葬

場
の
焼
失
以
前
か
ら
、　
年
を
超

３０

平 成 ２４ 年 度 各 会 計 決 算

水道事業会計 （単位：円）
資本的収支（税込み）収益的収支（税抜き）

３６,４４５,５１３収　入４７６,６８６,７２６収　入
１９２,８８８,２２６支　出３７２,１３９,７４１支　出

１５６,４４２,７１３不足額１０４,５４６,９８５当年度
純利益
※不足額は、当年度分損益勘定留保資金、減債
積立金で補てん。

健全化判断比率　　　　　（単位：％）
将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率

－８.３－－

※実質赤字比率・連結実質赤字比率は黒字のため数値なし。
将来負担比率は算定されないため数値なし。

資金不足比率　　　　　　（単位：％）
－水道事業会計

※資金不足比率は黒字のため数値なし。

（単位：千円）

介 護 保 険
特 別 会 計

後期高齢者
医　 　 療
特 別 会 計

給 与 集 中
管　 　 理
特 別 会 計

住宅新築資金
等貸付事業
特 別 会 計

国 民 健 康
保　 　 険
特 別 会 計

一 般 会 計
会計名

区分

２,４１８,９２０２９６,１３３１,１７９,４３７８,７５２３,１３９,６８８８,５７６,０５４歳 入 総 額
２,３５７,６０８２８９,１７５１,１７９,４３７８,４５６２,９３４,１４３８,１３４,９１１歳 出 総 額
６１,３１２６,９５８０２９６２０５,５４５４４１,１４３歳 入 歳 出 差 引 額

０００００６７,７２６翌年度へ繰り越すべき財源
６１,３１２６,９５８０２９６２０５,５４５３７３,４１７実 質 収 支 額

町
政
の
概
要
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え
る
期
間
、
大
人
５
千
円
等
の
ま

ま
据
え
置
い
て
い
ま
し
た
。
今
議

会
に
提
案
し
ま
し
た
条
例
案
は
、

平
成
　
年
４
月
か
ら
使
用
料
を
大

２６

人
の
場
合
で
５
千
円
か
ら
２
万
円

に
引
き
上
げ
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生

活
雑
排
水
に
よ
っ
て
公
共
水
域
に

少
な
か
ら
ず
負
荷
を
か
け
て
お

り
、
こ
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
各
ご
家
庭
の
生
活
雑
排
水

の
処
理
は
、
浄
化
槽
な
ど
に
頼
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
は
新

築
の
場
合
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
の

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
ま
で

は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
の

排
水
を
処
理
す
る
の
み
で
、
風
呂

や
台
所
な
ど
の
排
水
は
処
理
し
ま

せ
ん
。
一
方
、
合
併
処
理
浄
化
槽

で
は
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
た
処
理
が

可
能
で
あ
り
、
公
共
水
域
に
与
え

る
影
響
は
は
る
か
に
少
な
く
な
り

ま
す
。
た
だ
、
平
成
　
年
度
末
で

２４

石
井
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
化

槽
の
約
　
％
は
単
独
処
理
浄
化
槽

７０

で
あ
り
、
公
共
水
域
へ
の
負
担
は

ま
だ
ま
だ
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
改
善
し
て
、

き
れ
い
な
水
環
境
を
保
持
す
る
た

め
に
、
来
年
度
か
ら
さ
ら
に
強
力

に
単
独
処
理
浄
化
槽
な
ど
の
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
推
し
進

め
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
清
掃
関
連

　
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
に
つ
い

て
、
住
民
の
方
か
ら
の
通
報
等
に

よ
り
新
聞
・
雑
誌
な
ど
が
持
ち
去

ら
れ
て
い
る
形
跡
が
あ
る
た
め
、

７
月
か
ら
８
月
ま
で
を
パ
ト
ロ
ー

ル
強
化
月
間
と
し
て
各
地
区
の
資

源
ご
み
収
集
日
に
清
掃
セ
ン
タ
ー

職
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
も
し
、
資
源
ご
み
の
持

ち
去
り
を
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
ら

清
掃
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
徳
島
県
東
部
地
域
環
境

施
設
整
備
推
進
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
広
域
の
基
本
計
画
策
定
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
、
ご
み
焼
却
施
設
規
模
の
算
出

等
を
踏
ま
え
幹
事
会
で
検
討
し
、

協
議
会
に
は
か
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
保
健
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事
業

　
　
、　
月
に
実
施
す
る
秋
の
検

１１

１２

診
フ
ェ
ア
は
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、

胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
の

集
団
検
診
で
日
曜
日
を
含
め
３
回

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

　
～
　
歳
の
方
に
実
施
す
る
特
定

４０

７４

健
康
診
査
も
　
月
に
２
回
、
同
時

１１

実
施
予
定
で
す
。
ま
た
、
乳
が

ん
検
診
と
骨
量
測
定
も
　
月
に

１１

２
回
予
定
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
に
検
診
を
受
け
て
い

た
だ
き
、
が
ん
の
早
期
発
見
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

　
年
度
か
ら
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

２５イ
ル
ス
感
染
症
（
子
宮
頸
が
ん
予

防
）
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
、
小
児
の
肺
炎
球
菌
感
染

症
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
任
意

接
種
か
ら
定
期
接
種
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
な
か
の
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
子
宮

頸
が
ん
予
防
）
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
は
、
平
成
　
年
６
月
　
日
以

２５

１４

降
、
接
種
勧
奨
を
中
止
す
る
よ
う

国
か
ら
勧
告
が
出
さ
れ
た
た
め
、

当
面
の
間
、
定
期
接
種
の
個
別
通

知
に
よ
る
接
種
勧
奨
は
実
施
し
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、　
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
医
師
か
ら
十
分
に

説
明
を
聞
い
た
上
で
接
種
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。

■
建
設
課
関
係
の
事
業

　
石
井
町
が
管
理
す
る
長
さ
　
メ
１５

ー
ト
ル
以
上
の
橋
梁
に
つ
い
て
、

本
町
の
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、
本
年
度
は
、
飯
尾
川

に
架
か
る
高
浦
大
橋
及
び
、
渡
内

川
に
架
か
る
本
条
橋
と
中
央
橋
の

３
橋
に
つ
い
て
長
寿
命
化
対
策
補

修
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
河

川
の
水
位
が
低
く
な
り
次
第
、
工

事
着
工
で
き
る
よ
う
、
現
在
、
工

事
設
計
業
務
を
発
注
し
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
徳
島
県
が
行
う
河
川
改

修
事
業
で
す
が
、
平
成
　
年
６
月

２４

の
台
風
に
よ
り
流
失
し
仮
設
さ
れ

た
ま
ま
の
飯
尾
川
に
架
か
る
桧
瀬

橋
に
つ
い
て
は
、
長
さ
　
・
５
メ

４５

ー
ト
ル
の
新
し
い
橋
に
掛
け
替
え

る
た
め
の
工
事
が
、
今
年
の
秋
か

ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
平
成

　
年
度
中
に
取
り
合
い
道
路
も
含

２６め
た
全
て
の
工
事
を
終
え
る
予
定

で
あ
る
と
、
徳
島
県
吉
野
川
庁
舎

か
ら
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課
関
連

　
石
井
・
高
原
・
高
川
原
小
学
校

の
空
調
設
備
整
備
事
業
は
、
夏
休

み
期
間
中
に
工
事
を
完
了
し
、
こ

れ
で
町
内
の
小
中
学
校
全
て
に
空

調
設
備
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
も
、
今
年

の
猛
暑
に
よ
り
至
急
、
空
調
設
備

が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
全
て
の

幼
稚
園
で
合
計
８
部
屋
を
対
象
に

夏
休
み
期
間
中
に
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
震
災
対
策
と
し
て
は
、
浦
庄
・

藍
畑
・
高
川
原
幼
稚
園
の
３
園
の

園
舎
補
強
工
事
が
９
月
末
に
完
了

す
る
見
込
み
で
す
。

■
社
会
教
育
課
関
連

　
公
民
館
高
原
分
館
及
び
高
川
原

分
館
の
耐
震
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
現
有
の
施
設
・
設

備
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域
防
災

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
と
共

に
、
公
民
館
の
本
来
の
目
的
で
も

あ
る
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
集
え

る
拠
点
と
し
て
社
会
教
育
・
生
涯

教
育
等
の
推
進
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。　

●
石
井
町
庁
舎
新
築
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
　
条
第
１
項
第

９６

５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
石
井
町
庁
舎
新
築
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め

に
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

平
成
　
年
第
２
回
臨
時
町
議
会

２５

開
催
日
：
平
成
　
年
　
月
７
日

２５

１０



（５） 平成２５年１１月１５日　第１７５号広 報 い し い

　
平
成
　
年
９
月
　
日
、
中
央
公
民
館
（
い

２５

１１

し
い
藤
ホ
ー
ル
）
に
て
敬
老
会
・
金
婚
者
激

励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
対
象
者
は
、　
歳
以
上
２
 
４

８０

４
８
人
、
金
婚
者
（
結
婚
　
年
）　
組
、
ダ

５０

３０

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
（
結
婚
　
年
）　
組
で
し

６０

１２

た
。
米
寿
１
２
７
人
、　
歳
到
達
者
１
１
４

９０

人
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
　
歳
到
達
者
　
組
の
皆

８０

７２

さ
ん
に
石
井
町
よ
り
記
念
品
と
祝
い
状
を

お
贈
り
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
さ
ん
や
N
P
O
法
人
四
季
の
会
の
皆

さ
ん
な
ど
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
々
に
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
敬
老
会
・
金
婚
者
激
励
会
の
開
催
に
あ
た

り
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
ご

支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

，

石
　
井
　
地
　
区

小
　
綿
　
民
　
雄

　
　
　
　
繁
　
子

笠
　
原
　
良
　
市

　
　
　
　
加
代
子

武
　
知
　
中
　
生

　
　
　
　
博
　
子

西
　
條
　
啓
　
二

　
　
　
　
千
　
鶴

河
　
野
　
靜
　
男

　
　
　
　
澄
　
子

田
　
北
　
啓
　
治

　
　
　
　
千
代
子

浦
　
庄
　
地
　
区

関
　
口
　
弘
　
志

　
　
　
　
文
　
子

神
　
野
　
辰
　
夫

　
　
　
　
政
　
子

森
　
　
　
靖
　
忠

　
　
　
　
夏
　
子

山
　
口
　
喜
　
市

　
　
　
　
文
　
子

稲
　
川
　
義
　
和

　
　
　
　
陽
　
子

坂
　
尾
　
韶
　
夫

　
　
　
　
勝
　
子

鈴
　
江
　
英
　
生

　
　
　
　
町
　
江

夏
　
木
　
靖
　
善

　
　
　
　
洋
　
子

鶴
　
田
　
利
　
一

　
　
　
　
棟
　
子

高
　
原
　
地
　
区

板
　
東
　
清
　
一

　
　
　
　
幸
　
子

矢
　
上
　
崇
　
二

　
　
　
　
米
　
子

矢
　
上
　
正
　
昭

　
　
　
　
恵
　
子

藍
　
畑
　
地
　
区

飯
　
田
　
禎
　
彦

　
　
　
　
明
　
子

原
　
田
　
善
　
一

　
　
　
　
久
　
子

山
　
口
　
米
　
春

　
　
　
　
悦
　
子

脇
　
川
　
　
　
弘

　
　
　
　
千
鶴
子

高
川
原
地
区

松
　
永
　
和
　
雄

　
　
　
　
墨
　
江

坂
　
東
　
義
　
啓

　
　
　
　
世
紀
子

河
　
野
　
通
　
俊

　
　
　
　
和
　
子

尼
　
寺
　
英
　
夫

　
　
　
　
幸
　
榮

中
　
野
　
宜
　
剛

　
　
　
　
美
惠
子

以
　
西
　
章
　
仁

　
　
　
　
茂
　
美

杉
　
山
　
　
　
博

　
　
　
　
清
　
子

金
　
　
婚
　
　
者

石
　
井
　
地
　
区

堀
　
口
　
　
　
勉

　
　
　
　
千
鶴
代

有
　
居
　
克
　
巳

　
　
　
　
初
　
子

山
　
本
　
嘉
　
一

　
　
　
　
 
　
子

浦
　
庄
　
地
　
区

正
　
岡
　
和
　
士

　
　
　
　
三
千
子

高
　
原
　
地
　
区

吉
　
住
　
義
　
宜

　
　
　
　
勝
　
枝

藍
　
畑
　
地
　
区

田
　
島
　
　
　
弘

　
　
　
　
和
　
世

高
川
原
地
区

盛
　
　
　
義
　
昭

　
　
　
　
靜
　
子

遠
　
藤
　
茂
　
夫

　
　
　
　
佐
代
子

尼
　
寺
　
和
　
雄

　
　
　
　
政
　
子

山
　
田
　
治
　
夫

　
　
　
　
信
　
代

武
　
知
　
榮
　
一

　
　
　
　
恭
　
子

大
　
西
　
利
　
治

　
　
　
　
君
　
江

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

　
金
婚
者
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
は
、
敬

老
会
・
金
婚
者
激
励
会
へ
お
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
ご
夫
婦
の
お
名
前
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

●問 
長
寿
社
会
課
　☎
６
７
４
・
６
１
１
１

金婚者代表
板東清一さん・幸子さん

▲写真は、
遠藤達郎さん（城ノ内）の投稿

夫婦そろって８０歳代表
岡田弘志さん・久子さん

９０歳到達者代表
平岡豊博さん

米寿到達者代表
佐々木勇子さん

ダイヤモンド婚者代表
正岡和士さん・三千子さん



第１７５号 広 報 い し い （６）平成２５年１１月１５日

●問 徳島税務署　個人課税部門　☎６２２－４１３１
（自動音声でご案内しますので、案内に従い２番を選択してください）

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が
拡大されます

平成26年
１月から

　平成２５年１月２日から平
成２６年１月１日の間に新築
または増築をした家屋（住
宅や倉庫など）については、

平成２６年度から固定資産税が課税されることになります。税務課では、その税額の基準と
なる評価額を算出するための「家屋調査」を行っています。適正な評価額を算出するため

に必要な調査ですので、ご協力をお願いいたします。調査内容は、所有者の立ち会いのもと、家屋の外部
と内部を拝見させていただき建築素材、設備（トイレや風呂など）等を確認させていただくものです。調
査は順次行っていますが、日程等にご希望があるときは、事前に税務課までご連絡ください。なお、調査
の際に職員は必ず身分証明書（固定資産評価補助員証）を携行しています。
　また、家屋の全部または一部を取り壊したときは税務課までご連絡くださいますようお願いいたしま
す。なお、法務局に滅失登記の申請をしたときは不要ですが、当該申請が１２月末までに間に合わないと
きはご連絡ください。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●問 税務課　固定資産税係　☎６７４－１１１５

家屋調査にご協力ください

◆事業所得等を有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等の保存制度について、平成２６年１月から
対象となる方が拡大されます。

※現行の記帳・帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年分あるいは前年分の事業所得等
の金額の合計額が３００万円を超える方です。
　

◎対象となる方
　　事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。
　※所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。
◎記帳する内容
　　売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、取引の年月日、　売上先・仕入先その
他の相手方の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の金額等を帳簿に記載します。

　　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額をまとめて記載するなど、簡易な
方法で記載してもよいことになっています。

◎帳簿等の保存
　　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・領収書
などの書類を保存する必要があります。

　　【帳簿・書類の保存期間】

平成２６年１月からの記帳・帳簿等保存制度

記帳・帳簿等の保存制度の詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の
「個人で事業を行っている方の帳簿の記載・記録の保存について」をご覧ください。

保存期間保存が必要なもの

７年収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿）
帳簿

５年業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿）

５年
決算に関して作成した棚卸表その他の書類

書類 業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、送り状、領収書
などの書類



（７） 平成２５年１１月１５日　第１７５号広 報 い し い

石井町いのちを守る防災・危機対策課よりお知らせ
平成２５年７月３０日に、浦庄地区自主防災組織
連絡会が設立されました。
　
　自主防災組織の活動の輪を町内一円に広
げる一歩として、自主防災組織の強化充実  
はもとより、浦庄地区の地域防災力のさらな
る向上を目指します。
　
役　員
　　会　　　　　長　　岩本　光雄
　　副　　会　　長　　高橋　貞夫
　　下浦地区支部長　　吉浦　理史
　　上浦地区支部長　　阿部　義明
　　国実地区支部長　　大黒　政雄
　　諏訪地区支部長　　小出　佳史
　　大万地区支部長　　川上　孝文

平成２５年９月３０日に、NPO法人日本防災士
機構が認証する防災士で構成する「石井町防
災士会」が設立されました。
　
事業内容
　石井町全体の防災活動の普及および啓発、
防災力の向上に努め、災害発生時には避難誘
導・救助にあたります。
　
役　員
　　会　長　　岩本　光雄
　　副会長　　久米　忠明
　　副会長　　山本　良治
　　理　事　　福山　　訓　　高橋　貞夫
　　　　　　　辻　　具宣　　梶野　健一
　
○地域防災リーダー（防災士）として各自主
防災会の講習会、訓練等に積極的に参加をい
たします。

●問 いのちを守る防災・危機対策課
☎６７４－１１７１

　「雑誌等スポンサー制度」とは、石井町中央公
民館図書室の雑誌や新刊図書の購入代金を負担
していただくかわりに、①スポンサー名を提供雑誌等の最新号のカバーと雑誌架の扉に表示、
②最新号カバー裏面に広告チラシを挿入、③図書室内スポンサー掲示板にスポンサー名の表
示をさせていただく制度です。
　町民の方より要望が強い雑誌または新刊図書コーナーの充実に貢献することにより、企業
のイメージアップにもつながることはもちろん、選ぶ雑誌により利用者にピンポイントで情
報を提供できる広告手段としても効果が期待できます。図書室が作成した「雑誌等のリスト」
より選んでいただきます。

「雑誌等スポンサー制度」とは？「雑誌等スポンサー制度」とは？

「広告期間」は？「広告期間」は？

「申し込み手続き」など「申し込み手続き」など

雑誌スポンサーの広告期間
　新　　刊　　図　　書　◇　申し込み月のみ
　雑　　　　　　誌　◇　申し込み月の翌年度末まで　（例）Ｈ25．12月からＨ27．3月まで
　お試しキャンペーン　◇　申し込み月の年度末まで　　（例）Ｈ25．12月からＨ26．3月まで
　※お試しキャンペーンは雑誌のみです。
　　初回のみの受付ですので２回目以降は通常の期間でお申し込みください。

　①　「雑誌等スポンサー制度申込書」を提出してください。
　②　町より「スポンサー雑誌等内容確認書」をお送りします。
　③　図書室指定の納入業者に雑誌等代金を直接お支払いください。
　④　支払い確認後、契約期間においてスポンサー名の表示、チラシの掲載をいたします。
　　お問い合わせ先　中央公民館（図書室）☎088－674－2002　石井町教育委員会　社会教育課☎088－674－7505問

」ポ ササ等 ポ サ「雑誌等 ポ サ 制度」

雑誌等スポンサー募集！！雑誌等スポンサー募集！！

　「雑誌等スポンサー制度」とは、石井町中央公
民館図書室の雑誌や新刊図書の購入代金を負担
していただくかわりに、①スポンサー名を提供雑誌等の最新号のカバーと雑誌架の扉に表示、
②最新号カバー裏面に広告チラシを挿入、③図書室内スポンサー掲示板にスポンサー名の表
示をさせていただく制度です。
　町民の方より要望が強い雑誌または新刊図書コーナーの充実に貢献することにより、企業
のイメージアップにもつながることはもちろん、選ぶ雑誌により利用者にピンポイントで情
報を提供できる広告手段としても効果が期待できます。図書室が作成した「雑誌等のリスト」
より選んでいただきます。

町民の方がたくさんの
本を楽しめるよう、
皆様のご協力を
よろしくお願いします！！



第１７５号 広 報 い し い （８）平成２５年１１月１５日

 

と　き　１１月２１日（木）
　　　　１２月１９日（木）
　健康相談（要予約）：

午後１時～午後３時
　体操教室：午後３時～午後４時
ところ　保健センター
対　象　町内在住の４０歳以上の方
参加費　無料
●問 保健センター　☎６７４－０００１

 

受付期間　１２月２日（月）～１３日（金）
　　　　　午前８時３０分～午後５時
　　　　　（土・日曜日を除く）
●申込書の交付はすくすく子育て
課または各保育所で、受付は入所
を希望する保育所で行います。
●問 石井保育所 　　　 ☎６７４－０３４９
●問 浦庄保育所 　　　 ☎６７４－６７９２
●問 高原保育所 　　　 ☎６７４－３２８９
●問 高川原保育所 　　 ☎６７４－６８４９
●問 光の子保育園 　　 ☎６７４－２５３０
●問 さくら保育園 　　 ☎６７５－０２８０
●問 いしいキッズ 　　 ☎６７４－７８９８
●問 すくすく子育て課  ☎６７４－１６２３

 

受付期間　１２月２日（月）～２０日（金）
　　　　　午前８時３０分～午後５時
　　　　　（土・日曜日を除く）
●入園願書の交付および受付は、
入園を希望する幼稚園で行います。
●問 石井幼稚園 　　　 ☎６７４－１７９９
●問 浦庄幼稚園 　　　 ☎６７４－４０４２
●問 高原幼稚園 　　　 ☎６７４－４２１９
●問 高川原幼稚園 　　 ☎６７４－３４４２
●問 藍畑幼稚園 　　　 ☎６７４－４６７９
●問 教育委員会　学校教育課

☎６７４－７５０５

 

　求職者支援
制度は、雇用
保険を受給で
きない求職者
の皆さんを対
象に、職業訓練（介護・パソコン・
医療事務）などを通じて、早期就
職を支援する制度です。徳島公共
職業安定所では、求職者支援訓練
の受講に関する説明会を次のとお
り開催します。ぜひご参加くださ
い。（事前予約不要）

健康相談・体操教室

平成２６年度保育所（園）児童募集

平成２６年度幼稚園児募集

求職者支援制度をご存じですか

●「求職者支援訓練受講説明会」の開催日時
　１１月１８日（月）１０時～１１時３０分
　１２月３日（火）１０時～１１時３０分
　１２月１２日（木）１０時～１１時３０分
　１月７日（火）１０時～１１時３０分
●問 徳島公共職業安定所（徳島市出
来島本町１丁目５番地）
 　　　　　　　　　 ☎６２２－６３７４

 

 

 

犯罪被害給付制度について
　殺人等の故意の犯罪行
為により亡くなられた犯
罪被害者の遺族や、重傷
病または障がいという重
大な被害を受けた犯罪被
害者に対して、社会の連帯共助の
精神に基づき、国が犯罪被害者等
給付金を支給し、その精神的・経
済的打撃の緩和を図り、再び平穏
な生活を営むことができるよう支
援する制度です。
●問 徳島県警察本部　犯罪被害者
支援室　☎６２２－３１０１

 

　浄化槽を設置されている方は、
年１回、浄化槽の水質に関する検
査（法定検査）を受けなければな
らないと浄化槽法に規定されてお
り、業者が行う保守点検・清掃と
は別に受けなければいけません。
　次の期間、徳島県知事指定検査
機関である、（公社）徳島県環境技
術センターの職員が連絡・訪問し
ますので、ご協力をお願いします。
期　間　１２月５日～１２月１３日
対象地区　石井町全域
●問 （公社）徳島県環境技術センター
 　　　　　　　　　 ☎６３６－１２３４

暮らし

高川原福祉会館だより

石井警察署からのお知らせ

浄化槽法定検査のお知らせ

 

「必ずチェック最低賃金！
 　　　　　 使用者も、労働者も」

※特定の産業には特定（産業別）
最低賃金が定められています。
●問 徳島労働局賃金室　☎６５２－９１６５

 

徳島西火葬場（徳島行道㈱）のみ
１体（１胎・１件）あたり

●問 福祉生活課　☎６７４－１１１６

 

　石井町では、町外にお住まいの
「石井町を応援したい」と思って
いる方からの寄附金を募集してい
ます。ぜひ、「ふるさと納税は石
井町へ」とＰＲをお願いします。
ふるさと納税は、寄附をすること
で所得税とお住まいの市町村の住
民税から一定の控除を受けること
ができます。
　ふるさと納税の仕組み、寄附金
の使い道や寄附金申込書のダウン
ロードなど詳しくは、
石井町ホームページ
（http://www.town.ishii.lg.jp/）を
ご覧ください。
●問 総務課　☎６７４－１１１１

徳島県最低賃金

平成２６年４月１日使用から
火葬場使用料が変わります

ふるさと納税で
石井町を応援してください

徳島県最低賃金
平成25年10月30日から
時間額　666円

「成年後見」無料相談
11月25日（月）・12月24日（火）日　程

午後１時半～３時半時　間

行政書士（コスモス成年後見サポートセンター）相談員

高川原福祉会館　☎６７４－０４０３場　所

人権相談職業相談
12月12日（木）
1月9日（木）1月16日（木）日　程

午後1時～4時午後1時半～3時半時　間

石井町人権擁護委員ハローワーク職員相談員
金　額区　分

２０，０００円１０ 歳 以 上

１０，０００円１０ 歳 未 満

４，５００円死 産 児

１，５００円身 体 の 一 部

　１０月１日現在で実施しまし
た平成２５年住宅・土地統計調
査に、ご理解とご協力を賜り
ありがとうございます。
　平成２５年住宅・土地統計調
査から得られたデータは、国
や都道府県・市区町村が住生
活基本計画やまちづくり施策
などを立案するための重要な
資料として利用されます。
●問 財政課　☎６７４－７５０１
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と　き　１１月１６日（土）
　　　　午前９時～正午
ところ　ＪＡ名西郡本所
●午前１１時の表彰式終了後、農産
物の即売を行います。
●問 いきいき農業振興課

☎６７４－１１１８

 

ところ　中央公民館
主　催
　石井町文化協会
【展示の部】
と　き　１１月２２日（金）
　　　　　～２４日（日）
　　　　午前９時～午後５時
（ただし、２４日は午後４時まで）
内　容　絵画、陶芸、書道、写真など
【芸能の部】
と　き　１１月２４日（日）午前９時３０分～
内　容　邦楽、詩吟、舞踊、朗読など

 

と　き　１１月３０日（土）
　　　　午前８時５０分～午前１１時４５分
ところ　中央公民館
入場料　無料
出　演　町内小・中・高校
特別出演　声楽（ソプラノ）住友絵
理さん／ピアノ演奏　前田千絵さん
●問 教育委員会　学校教育課

☎６７４－７５０５

 

～いしいの祈りのかたち
　　　　　　　寺院の文化財～
と　き　１２月１日（日）
　　　　午前９時～正午
　　　　（受付　午前８時３０分～）

農産物品評会

第２８回石井町文化祭

石井町学校音楽発表会

石井町文化財ウォーキング

集合場所　前山公園
参加費　無料
申込方法　社会教育課
（☎６７４－７５０５）までお申
し込みください。
★今号の「石井町の文化
財と伝承」（Ｐ１１）で紹介
している童学寺などに行きます。
★石井町健康マイレージ対象事業

 

真冬の夜を彩る光のファンタジー
と　き　１２月１日（日）～

平成２６年１月３日（金）
　　　　午後５時～午後１０時
ところ　OKいしいパーク（飯尾川公園）
★１２月１日（日）午後６時３０分か
ら点灯式を行います。
※光るペンダントをプレゼント
（先着５００個・お子様のみ）、点灯
後うどんの無料配布（先着５００名
様）をします。
●問 石井町商工会　☎６７４－１２９２

 

と　き　１２月７日（土）
　　　　午後１時３０分～
ところ　中央公民館（いしい藤ホール）
内　容　人権作文優秀作品表彰と
発表／仲島正教さん（教育サポータ
ー）の講演「あーよかったな　あな
たがいて～『優しさ』という温かい
貯金～」／名西高生による音楽演奏
★臨時人権相談室・臨時無料託児
室を開設しています。
●問 教育委員会　社会教育課

☎６７４－７５０５

 

と　き　１２月１５日（日）
　　　　午前１０時～午前１１時３０分
ところ　中央公民館
対象者　０歳から小学３年生
申込期限　１２月６日（金）
申込先　町内の保育所・幼稚園・小
学校、中央公民館、すくすく子育て
課、ＮＰＯ法人こどもねっといしい
★サンタさんからのクリスマスプ
レゼントがあるよ！
●問 すくすく子育て課　☎６７４－１６２３

 

と　き　平成２６年１月２日（木）
　　　　受付　午前９時３０分～

ほなけん石井イルミネーション

石井町総ぐるみ
人権啓発研修大会

ふじっこ親子クリスマス会

平成２６年石井町成人式

　　　　式典　午前１０時～
ところ　中央公民館
該当者
　平成５年４月２日～
平成６年４月１日に生まれた方
●問 教育委員会　社会教育課

☎６７４－７５０５

 

　今年度も、石井町防災訓練を実
施します。詳細については、後
日、自主防災組織等を通じてご案
内いたします。皆様のご参加をお
願いします。
と　き　平成26年１月18日（土）
　　　　午前９時～（予定）
ところ　石井中学校
●問 いのちを守る防災・危機対策課

☎６７４－１１７１

 

見直そう、生活習慣！
～あなたの血管は大丈夫？～

と　き　平成２６年１月１９日（日）
　　　　午前１０時～午後２時
ところ　中央公民館全館
内　容　特別講演「減らそう！塩
分とカロリー」／血圧脈波検査・
ヘモグロビンＡ１ｃ測定／健康チ
ェックコーナー／おゆずりします
コーナー／ベビーマッサージコー
ナー／寺子屋・縁日コーナー／バ
ルーンアートコーナー等
★簡単な軽食をご用意しています。
★石井町健康マイレージ対象事業
●問 保健センター　☎６７４－０００１

 

 

　町民の皆さんの健康づくりを支
援するために、健康づくりボラン
ティア「がん対策保健推進員」が
活躍しています。
　町内在住の４０歳以上の方で、が
ん対策保健推進員として活動して
みたいという方は、養成講座を受
講してください。
と　き　１２月１９日（木）
　　　　午前９時３０分～午前１１時３０分
ところ　保健センター
●問 受講希望者は、１２月１３日（金）ま
でに保健センター（☎６７４－０００１）
までお申し込みください。

石井町防災訓練（仮称）

第３１回石井町健康まつり

募　集

石井町がん対策保健推進員
養成講座

「お知らせ」は、こちらからお読みください

Information

お知らせ

催し・講習



第１７５号 広 報 い し い （１０）平成２５年１１月１５日

石井町災害時要援護者台帳登録のお願い

　石井町では、いつ起こるかわからない大規模災害等に備え、援護を必要とされる方の災害時要援護者
台帳への登録をお願いしております。
　災害が発生した際に、何らかの助けを必要とされる方を「災害時要援護者」といいます。
　主な対象者としまして、災害時等において本人及び家族等の同居者による避難が困難又は制約を受け
る方で、地域での支援を希望され、登録台帳に個人情報を提供することに同意し、下記のいずれかに該当
される方です。
　⑴　７５歳以上ひとり暮らし、７５歳以上のみで構成する世帯の方
　⑵　介護保険の要介護の認定を受けている方
　⑶　身体障害者手帳の交付を受けている方
　⑷　療育手帳の交付を受けている方
　⑸　精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方
　⑹　難病患者（特定疾患医療給付制度対象）の認定を受けている方
　⑺　その他、災害時に自分で判断が出来ない等の障がいがあるなど、災害時に支援が必要な方
　登録をすることにより、自主防災組織等で災害時要援護者の把握ができ、大規模災害時に、犠牲者の減
少につながります。
　石井町から犠牲者を出さないためにもご登録をお願いいたします。

災害時要援護者台帳登録のお申込みは、
石井町社会福祉協議会☎６７４－０１３９
石井町高川原字高川原２１１２－３

本数景品等級
１００５０,０００円分の商品券特等
２００５,０００円分の商品券１等
１,０００１,０００円分の商品券２等
１０,０００５００円分の商品券３等

※商品券は額面５００円です（釣り銭は出ません）

宝くじ当選賞品

発行期間　平成２５年１１月１日（金）～１１月３０日（土）
　　　　　（加盟店の保有分がなくなり次第終了） 

発行総数　５０万枚

加　盟　店　加盟店を表す「のぼり旗」やポスターなどが目印
　　　　　（商工会ホームページなどにも掲載）

抽　選　日　平成２５年１２月１日（日）午後７時～
　　　　　四銀いしいドーム（トレーニング棟） 

当選番号の発表　加盟店での掲示、商工会ホームページ掲載
　　　　　　　　や石井CATV放送など

景品引換・使用期間　平成２５年１２月４日（水）～
平成２６年１月１９日（日）

※期間終了後は無効となります。

景品交換場所　石井町商工会（受付時間：午前９時～午後５時
※土日祝日・１２月２８日～１月５日は閉館）

●問 石井町商工会　☎６７４－１２９２
　　　　　　石井町石井字石井４３１－２
　　　　　　HPアドレス　http://www.tsci.or.jp/ishii/

　町内加盟店で５００円のお買物につき「ふじっこちゃん宝く
じ１４１」抽選券を1枚プレゼント！
　加盟店で使用できる商品券が抽選で当たるチャンス!!



（１１） 平成２５年１１月１５日　第１７５号広 報 い し い

　石井町でも有数の 古  刹 である童学寺は、弘法大師が幼少時代に学んだと伝えられ、それが寺名の由来ともな
こ さつ

っています。境内には大師ゆかりの場所もあり、今回はそのひとつである、大師が勉学の合間に散歩したと伝
えられる庭園「逍遙園」をご紹介します。
　童学寺境内にある書院と本堂とのあいだを入っていくと正面にある大きな石碑が目にはいります。石碑に
は、「 東  明  山  童  学  寺  之  碑 」とあり、大師滞在時の伝承から、

とう めい さん どう がく じ の ひ
 正 
しょう
 和 年間（１３１２～１３１７）の修復、戦国期の
わ

 長 
ちょう
 宗  我  部 
そ か べ

氏による破壊と 享 
きょう
 保 年間（１７１６～１７３５）の再建など、童学寺の沿革について記されています。この石碑は、「 大 
ほう だい

 師  霊  異  之  事  跡 」を後世に伝えるために 安  政 ５（１８５８）年に建てられたもので、幕府直轄の教育機関であった
し れい い の じ せき あん せい

 昌 
しょう

 平  坂  学  問  所 の教授をつとめた 安  積  艮  斎 が碑文の文案を作りました。文中には 硯  水 を得るために筆で刺したとこ
へい ざか がく もん じょ あ さか ごん さい けん すい

ろから水が湧いたという大師の事跡が記され、石碑右側の湧水がその霊水とされています。
　この童学寺之碑を左に出た山側に逍遙園はつくられています。青石の山肌を削って庭園の地形と池を造り、
池には亀島を設け切石橋を架けています。全体に小ぶりの青石材を配して修景し、中央には 築  山 を造ります。

つき やま

左手には山からの自然水を導く滝組があり、 水 
み
 分 
くまり
 石 を経て池に注ぎます。切石橋をつかって園内を回遊できる
いし

ようにはしていますが、基本的には書院から観賞することを想定してつくられた「 池  泉  観 
ち せん かん

 賞 
しょう
 式  庭  園 」という形
しき てい えん

式の庭園です。寺院の裏山を背景とし、この地域の地質的特徴である青石の岩盤を積極的に活用した青石の美
しさが観賞の主体であり、自然美と人工美とを兼ね
備えた構成は専門家からも高い評価を得ています。
作庭の時期は空間構成からみて江戸時代中頃と考え
られ、石碑に記された童学寺再建の時期と重なるこ
とから、 堂  宇 と共に整備されたとみられます。

どう う

　今年度には、童学寺総合調査の一環として園内の
剪定をおこない、植栽を整理して石組を見やすくす
ることで、作庭時の景観により近くなりました。折
あれば訪れて、秋陽に照らされて光る池泉を、秋雨
に濡れて青み増す庭石を、どうぞご観賞ください。
〈参考文献〉
　　福原健生「童学寺庭園」『徳島の庭園』１９６１年
　　石井町史編纂会編『石井町史　下巻』１９９１年

 童  学  寺  庭  園 　
どう がく じ てい えん

 逍 
しょう

 遙  園 
よう えん
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思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています。。
ご提供していただける写真がありましたらご連絡ください　ご提供していただける写真がありましたらご連絡ください。。

●問 石井町中央公民館 担当 立石石井町中央公民館　担当　立石　☎☎６７４６７４－－２００２２００２

　
戦
後
ま
も
な
い
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期
、
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ビ
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ブ
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街
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に
は
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供
た
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が
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れ
て
い
た
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遊
び
場
だ
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た
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場
の
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場
に
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ま
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供
た
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第１７５号 広 報 い し い （１２）平成２５年１１月１５日

まちのうごき
世帯数　１０，０７１戸
男　性　１２，６４０人
女　性　１３，８７５人
　計　　２６，５１５人

平成２５年８月１５日～平成２５年１０月１４日（敬称略）

平成２５年１１月１日現在

人　口

※広報掲載については、石井
町へ届出された方で掲載
を希望された方のみ、掲載
しております。

お悔やみ申し上げます

武知千賀子　７２歳（高　畑）
小川　官子　８８歳（高　畑）
平島キシコ　８５歳（平　島）
後藤　　正　７８歳（東高原）
河﨑　歌子　９１歳（下　浦）
松本美代子　７８歳（上　浦）
金山　澄子　９０歳（諏　訪）
片岡　清子　８７歳（西高原）
後藤　寛一　９４歳（国　実）
仲　　國二　６３歳（東高原）
大西　廣行　８６歳（石　井）
手塚　豊子　８１歳（石　井）
岩本　利明　９６歳（大　万）
毛利　次郎　９３歳（石　井）
福田　明男　８１歳（石　井）
久米　元枝　９０歳（天　神）
長島　　孝　３９歳（下　浦）
日浦　隆知　７１歳（桑　島）
柴田　充剛　７２歳（高川原）
以西ユキヱ　９６歳（高川原）
山本　　巖　７７歳（石　井）
佐藤　和男　７３歳（尼　寺）
稲井　雄司　４７歳（高　畑）

藤成　哲志
　　　宏実
河村　一志
　　　早紀
保積　義隆
　　　夏子
坂東　辰哉
　　　牧子
池北　親泰
　　千賀子
太田　将史
　　　裕子
中奥　大地
　　真理子
大久保貴夫
　　　麻衣
久米　正万
　　　綾子
小松　拓史
　　　敬子
逸原　誠紀
　　　歩美
小川　英士
　　美奈子
森長　誠二
　　　多恵
継岡　洋平
　　　早苗
野口　直人
　　　　望
富山　祐生
　　　　舞
角野　文彦
　　　　渚
先田　学司
　　　君代

　
券
犬
鹸
 恵  太  郎 （石井）
けい た ろう

　
券
犬
鹸
 真  広 （白鳥）
ま ひろ

　
券
犬
鹸
 咲  希 （石井）
さ き

　
券
犬
鹸
 莉 （南島）
りこ

　
券
犬
鹸
 梨  桜 （城ノ内）
り お

　
券
犬
鹸
 朝  陽 （高川原）
あさ ひ

　
券
犬
鹸
 蒼  大 （石井）
そう た

　
券
犬
鹸
 実  咲 （石井）
み さ

　
券
犬
鹸
 愛 （桑島）
あい

　
券
犬
鹸
 美  海 （城ノ内）
み うな

　
券
犬
鹸
 詠  梨  子 （高畑）
え り こ

　
券
犬
鹸
 翠  之 
すい の

 道 （城ノ内）
しょう

　
券
犬
鹸
 洋  杜 （高川原）
ひろ と

　
券
犬
鹸
 真  梛  人 （天神）
ま な と

　
券
犬
鹸
 悠  翔 （南島） 
はる と

　
券
犬
鹸
 功  樹 （市楽）
こう き

ご結婚おめでとう

井出　和樹（石　井）
櫻井　悠加（石　井）　
奥山　史紹（東覚円）
水田由紀子（徳島市）　
南　　翔太（鳴門市）
谷沢　里奈（石　井）　
村川　　通（阿波市）
市川　恵子（城ノ内）　
加登　隆寛（東覚円）
多田めぐみ（東覚円）　
浅田　佳祐（内谷）
安並沙也加（高知県須崎市）　
槇納　和孝（石　井）
馬渕久美子（三好市）　
奥平　悟士（石　井）
山田　　茜（神奈川県茅ヶ崎市）　

お誕生おめでとう

岡田　賢也
　　　元美
来見　貴行
　　　真弓
奈良　武浩
　　　美紗
勝浦　智也
　　美由紀
川島　敏宏
　　　晶子
住友　保仁
　　　杏子
松浦　卓也
　　　桃子　

券
犬
鹸
くるみ（第十）

　
券
犬
鹸
 夏  鈴 （石井）
か りん

　
券
犬
鹸
 陽  翔 （石井）
はる と

　
お
隣
の
上
板
町
の
事
件
で
あ
る

が
、
石
井
町
に
当
て
は
め
て
考
え

て
み
る
と
、
同
じ
よ
う
に
リ
コ
ー

ル
が
あ
り
、
上
板
は
成
功
し
町
政

の
交
代
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
応
援

し
た
の
が
、
今
回
上
板
町
長
と
共

に
逮
捕
さ
れ
た
人
物
。
選
挙
で
応

援
し
た
見
返
り
に
、
少
し
は
儲
け

さ
せ
て
く
れ
よ
と
い
う
話
が
今
回

の
官
製
談
合
の
見
方
で
あ
る
。
石

井
町
で
も
私
が
当
選
し
た
後
に
、

ワ
イ
ロ
や
町
の
委
託
業
務
の
継
続

な
ど
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
私

の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
悪
を
断

ち
切
る
為
に
町
長
に
な
っ
た
の
で

キ
ッ
パ
リ
と
断
っ
た
。
断
り
切
れ

な
か
っ
た
の
が
上
板
町
長
で
、
ズ

ル
ズ
ル
と
数
件
の
入
札
価
格
を
漏

ら
し
て
し
ま
っ
た
。
町
長
と
し
て

利
権
が
発
生
す
る
の
は
①
町
職
員

採
用
の
口
利
き
②
町
の
工
事
の
確

保
の
依
頼
③
町
の
委
託
業
務
の
参

加
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も

本
人
（
町
長
）
が
し
っ
か
り
し
て

い
れ
ば
こ
の
よ
う
な
事
件
は
起
こ

ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
石
井
町
で

は
上
板
町
の
よ
う
な
最
低
制
限
価

格
を
漏
ら
す
よ
う
な
事
件
は
決
し

て
起
こ
り
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
町

長
も
建
設
課
長
も
価
格
を
知
ら
な

い
か
ら
で
す
。
価
格
は
入
札
参
加

者
が
「
く
じ
引
き
」
に
よ
り
当
日

決
め
る
か
ら
で
す
。

町長コラム
官
製
談
合
事
件
に
思

官
製
談
合
事
件
に
思
うう

石
井
町
長

石
井
町
長
　
河
野
俊
明

河
野
俊
明

　
券
犬
鹸
 結  愛 （石井）
ゆ あ

　
券
犬
鹸
 奏  真 （城ノ内）
そう ま

　
券
犬
鹸
 美  咲 （池北）
み さき

　
券
犬
鹸
 真  弘 （石井）
ま ひろ

　
券
犬
鹸
 芽  依 （東高原）
め い

　
券
犬
鹸
 敦  斗 （東覚円）
あつ と



（１３） 平成２５年１１月１５日　第１７５号広 報 い し い

　秋らしくなってきた今日このごろですが、いかがお過ごしでしょうか。
　今回と次回の健康メモは、前回に引き続き動脈硬化が原因で起こる病気のひ
とつである「虚血性心疾患」についてお話しします。心疾患は全国の死因第２位、
石井町でも第３位となっており、この病気で亡くなる人を減らすための対策が
必要な病気です。

健康
メモ

心臓の構造心臓の構造

　老化とともに動脈が硬くなったり、
動脈内にコレステロールなどが沈着す
ると血管が狭くなり血液の流れが滞っ
てしまいます。

動脈硬化が、冠動脈で起こると虚血性心疾患になります。

◎動脈硬化のしくみ

◎虚血性心疾患には、主に狭心症と心筋梗塞があります。

虚血性心疾患①　虚血性心疾患ってどんな病気？虚血性心疾患①　虚血性心疾患ってどんな病気？

心臓を動かす筋肉（心筋）によって規則的に収縮し、体に血液
を送るポンプの役目をしています。心臓の上を冠のように覆っ
ている血管（冠動脈）が心筋に血液を送っています。

かんむり

冠動脈

コレステロール

【正常な動脈】 【動脈硬化】

血管

接
種
対
象
者

①（
接
種
日
に
お
い
て
）石
井
町
に
住

民
票
を
有
す
る
　
歳
以
上
の
方

６５

②（
接
種
日
に
お
い
て
）石
井
町
に

住
民
票
を
有
す
る
　
歳
以
上
　

６０

６５

歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
機
能
障

が
い
１
級
・
腎
臓
機
能
障
が
い

１
級
・
呼
吸
器
機
能
障
が
い
１

級
の
手
帳
を
有
す
る
方
な
ど

接
種
期
間

　
平
成
　
年
　
月
１
日（
金
）～

２５

１１
平
成
　
年
１
月
　
日（
水
）

２６

１５

接
種
回
数
　
１
人
１
回

接
種
料
金
　
１
人
千
円

 （
接
種
当
日
、
医
療
機
関
窓
口
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

　
※
対
象
者
①
ま
た
は
②
に
該
当
す

る
方
で
、
か
つ
生
活
保
護
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
無
料
。

持
参
品
　
印
鑑
・
健
康
保
険
証
・

接
種
代
金
千
円
・
老
眼
鏡
（
必

要
な
方
の
み
）

　
※
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
写

し
が
必
要
で
す
。

接
種
医
療
機
関
　
町
内
医
療
機
関

●問 
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
７
４
・
０
０
０
１

高
齢
者

高
齢
者
のの

イ
ン
フ
ル
エ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザザ

予
防
接
種
に
つ
い

予
防
接
種
に
つ
い
てて

※心筋梗塞の前段階が狭心症ですが、狭心症の症状がない人が突然心筋梗塞で倒れ、死に至ることもあります。
※症状はこれに限らず、非常にわかりにくい場合もありますので、気になることがありましたら専門医にご相談ください。

　虚血性心疾患の予防（動脈硬化予防）は生活習慣の改善が大切です。病気の原因と予防法ついては、次回の
健康メモでご説明しますので、ぜひご覧ください。

心筋梗塞狭心症

冠動脈が更に狭くなり完全につまって心筋に血液釈 若錫錫錫錫錫錫錫が送られなくなり、心筋が死んでしまった状態。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

冠動脈が動脈硬化によって狭くなり、心筋に十分
な血液が送られなくなった状態。

血管の状態

・安静にしている、体を動かしている等関係なく、
突然、胸に激しい痛みが起こる。
・不安感、動悸、息切れ、冷や汗、めまい、脱力感
を伴う。
・痛みは、激痛が１５分以上続く。

・階段を上がるときや、急いで歩いたときなどに
数分間の胸の痛みが起こる。
・痛みで目覚めたり、夜・明け方トイレや洗面に
立った時に冠動脈が痙攣して痛みが起こるも
のもある。
・痛みは、激痛というほどでなく長くても１５分まで。

症　　　状
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いしい
スナップ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

いしい
スナップ

　　 幼稚園の集い

劇団飛行船によるミニ劇場「３匹のこ
ぶた」が中央公民館で上演され、園児や
保護者などは楽しいひとときを過ごし
ました。

9
7 　　あすなろいきいき塾

第２回は万福寺住職の福島誠浄さんを
講師にむかえ、演題は「極楽行きのパス
ポート」でした。
【写真投稿　遠藤達郎さん（城ノ内）】

9
5

　　名西高校生が
　　交通安全呼びかけ

秋の交通安全運動にちなんで毎年行っ
ているもので、名西高校生約５０名がド
ライバーに向かって交通安全を呼びか
けました。

9
２４

　　国体出場者激励会

日本最大のスポーツの祭典、第６８回国
民体育大会「スポーツ祭東京２０１３」に
出場する町関係の選手や監督への激励
会が町役場で開催されました。

9
２５

今年で７回目の開催。各地区で多く
の方にご参加いただき、ありがとう
ございました。皆さんからのご意見
やご要望は今後の町政運営に活かし
ていきます。

ミニタウン集会ミニタウン集会

秋の交通安全運動（9月21日～30日）秋の交通安全運動（9月21日～30日）

　　　　　〈事前キャンペーン〉　　　　　　　〈交通安全マナーガール〉
９月２１日にフジグラン石井で、名西交通安全協会や交通安全母の会等が参加し
事前キャンペーン活動が行われ、９月３０日には交通安全マナーガールによる事
業所訪問が行われました。

第1回石井愛デア料理レシピコンテスト（実演審査会・9月29日）

石井町の地元産品を使用した愛デア料理レシピコンテストが石
井町商工会主催で行われました。応募総数３２作品のオリジナル
レシピの中から、最優秀賞にはコーンや野沢菜等をぎょうざの
皮で包んで焼いた「なんば焼き」が選ばれました。

　　車いす寄贈

今回で２回目となる徳島山と友の会の
皆さんが、アルミ缶のプルタブを回収
しその収益金で購入した車いす１台を
社会福祉協議会へ寄贈しました。

9
１２ 　　あすなろ会かかしと遊ぼう

▲９月から「きんたろう」のかかしが登場！
あすなろ会による紙芝居や腹話術を石
井幼稚園年少組７４名が楽しみました。

9
１０

なんば焼なんば焼きき
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　　　石井町ボランティア
　　　フェスティバル

ふじっこちゃん三コマ漫画

中央公民館において、幸せの鼓動を響
かせて｢お･も･て･な･し」をテーマに、
こども文化祭・美術展、ボランティア団
体による模擬店など多彩な催しが行わ
れ、約１,２００人が来場しました。

１０
２０

　　老人体育大会

前山公園体育館で、各地区の老人クラ
ブ連合会から約４８０人が参加し、スポー
ツを通じて交流を深めました。優勝は
藍畑地区、準優勝は高川原地区。

１０
１６

　　石井中学校野球部
　　四国大会出場！

石井中学校野球部の四国大会出場激励
会が行われ、１・２年生部員２９名は試合
にむけてのいきごみを発表しました。
活躍に期待します！

１０
9

！！

平成２５年度全日本ジュニア
柔道体重別選手権大会６０㎏
大島　拓海さん

（阿波高校２年 石井町出身）

第２２回
日整全国少年柔道大会
高田莉杜夢さん
（石井小４年）

第44回ジュニアオリンピック陸上競技大会
（男子３,０００ｍ）
以西　昭海さん
（石井中３年）

（男子１１０ｍH）
森西　一希さん
（石井中２年）

平成２５年度全日本ジュニア
柔道体重別選手権大会６０㎏
大島　拓海さん

（阿波高校２年 石井町出身）

　　　車専用の差押え装置
　　　「ミラーズロック」活用

石井町では町税滞納者に対し、徳島県
内で初めて車専用の差押え装置ミラー
ズロックを導入しました。今後、一層
の町税の徴収率アップに活用します。

１０
２８

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

石井町役場南側の建設地
で庁舎新築工事安全祈願
祭と起工式が行われ、工
事関係者など約５０名が参
加しました。新庁舎の完
成予定は平成２６年１２月２５
日です。

庁舎新築工事安全祈願祭・起工式（１０月２８日）

色々あるけど　　　　　　　
　　芸術の秋に決定！

運動の秋

食欲の秋 読書の秋

ふ
じ
っ
こ
画
伯数

時
間
後…

完成 !!
ふじっこちゃんサイン

２０１３年世界カデ柔道選手権大２０１３年世界カデ柔道選手権大会会
６０㎏級 優６０㎏級　優勝勝
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みんなの
ページだよ！

イラスト紹介

佐藤　穂果さん（上浦）中山　　恵さん（関） 井上　優香さん（桑島）

ぬいぐるみプレゼント♪
夫　井手　和樹さん（石井町）
妻　櫻井　悠加さん（石井町）

ぬいぐるみプレゼント♪
　太田　朝陽ちゃん（高川原）

（父　将史さん・母　裕子さんの長男）

あさ　ひ
ぬいぐるみプレゼント♪

森長　翠之道ちゃん（城ノ内）
（父　誠二さん・母　多恵さんの四男）

すい  の  しょう

　平成24年４月から、婚姻届や出生届の届け出をされた方（町内在住者に限る）
に、石井町イメージキャラクターふじっこちゃんの缶バッジをプレゼントしてい
ます。さらに、ハート付きの缶バッジを引き当てると、ふじっこちゃんのぬいぐる
みをプレゼントします。
　　わくわく観光情報課　☎６７４－１１３７

ふじっこちゃんＰＲ事業ふじっこちゃんＰＲ事業

問

初心者のための健康ランニング初心者のための健康ランニング

　健康増進のためのランニングを行う場合の効果的な走り方は、1回に走る

時間は30分が基本。1㎞8～9分程度のゆっくりとした早さを保って走りま

す。早歩きと同じくらいの、息が切れない程度と考えてください。30分間走

り続けるのではなく、最初は軽く歩き、徐々にスピードを上げて行く。走り続

けて息が上がったら、再びペースダウンして歩く。これくらいの、穏やかな走

り方でOKです。朝の散歩が日課の方は、週2～3回をランニングにすると楽

に実践できるでしょう。30分間続けて走れるようになると「自分も走れる」

という自信がついてきます。

　健康増進のためのランニングを行う場合の効果的な走り方は、1回に走る

時間は30分が基本。1㎞8～9分程度のゆっくりとした早さを保って走りま

す。早歩きと同じくらいの、息が切れない程度と考えてください。30分間走

り続けるのではなく、最初は軽く歩き、徐々にスピードを上げて行く。走り続

けて息が上がったら、再びペースダウンして歩く。これくらいの、穏やかな走

り方でOKです。朝の散歩が日課の方は、週2～3回をランニングにすると楽

に実践できるでしょう。30分間続けて走れるようになると「自分も走れる」

という自信がついてきます。

　ランニングと出会い、そのよさを体感し、一生のスポーツとして続けてくだ
さい。走ること、それはこれからの人生の時間を何倍も豊かなものにしてくれ
るはずです。
　私は、10月6日いしいスポーツクラブ主催で「マラソン挑戦講座」を行いま
した。次に石井町にお邪魔するのは3月16日（日）の「ウォーキング講座」です。
　石井町の皆さん、マラソン・ウォーキングを通して健康で楽しい日々を送り
ましょう。

金哲彦さんの
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●
ハ
ガ
キ
で

　
◆
広
報
ク
イ
ズ

　
◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　
◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　
◆
四
コ
マ
漫
画

　
◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　
◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　
◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い
い

ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写
真
に

コ
メ
ン
ト
も
添
え
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
）

　
◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢

（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず
書

い
て
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

〒７７９－３２９５

高
川
原
字
高
川
原
１
２
１
の
１

石
井
町
役
場

　
　
　
　「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

山
里
の
 亡
  妻
 の

つ
 
ま

 栖
 の
裏
庭
に
ア
ネ
モ
ネ
咲
く
か
も
球
根
を
買
ふ
 　
　
 内
藤
　
睦
久
さ
ん
（
下
　
浦
）

す
み
か

惜
し
ま
れ
し
訃
報
あ
い
つ
ぎ
猛
暑
去
る
悲
し
み
の
こ
し
秋
風
し
み
る
  井
上
　
澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

お
彼
岸
に
稚
児
と
い
っ
し
ょ
に
手
々
合
わ
す
空
を
見
上
げ
て
幸
せ
告
げ
る
  中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

逝
く
秋
に
名
残
り
惜
し
む
か
 厨
 
く
り
や

べ
に
こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
細
く
 幽
 け
し
 　
 井
内
　
斐
子
さ
ん
（
天
　
神
）

か
そ

秋
の
夕
風
に
な
び
く
や
萩
の
花
ゆ
れ
る
花
房
ゆ
り
か
ご
の
よ
う
 　
　
 桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

思
い
出
の
主
人
の
写
真
ふ
と
こ
ろ
に
参
加
し
ま
し
た
敬
老
会
に
 　
　
 山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

金
婚
と
祝
福
さ
れ
家
族
愛
花
束
む
ね
に
笑
顔
一
杯
 　
　
　
　
　
　
　
 中
山
　
幸
子
さ
ん
（
　
関
　
）

晩
秋
に
細
々
と
鳴
く
虫
の
声
田
舎
の
良
さ
を
 染
 み
 染
 み
想
う
 　
　
　
 遠
藤
　
藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

し
 

じ

暑
い
日
を
涼
し
い
部
屋（
病
室
）で
遣
い
過
し
 熱
 り
冷
め
て
娑
婆
に
出
る
  石
黒
　
裕
人
さ
ん
（
竜
　
王
）

ほ
と
ぼ

活
け
花
と
香
る
お
茶
が
待
つ
部
屋
へ
老
い
が
揃
い
て
リ
ハ
ビ
リ
楽
し
  宮
崎
　
員
正
さ
ん
（
高
　
畑
）

そ
の
昔
春
を
語
り
し
丘
の
あ
り
友
そ
れ
ぞ
れ
に
生
き
て
懐
か
し
む
 　
 阿
部
　
敏
弘
さ
ん
（
石
　
井
）

人
見
知
り
の
白
猫
ミ
ル
キ
ー
来
客
だ
！
途
端
に
二
階
へ
か
く
れ
ん
ぼ
す
る
  松
島
　
秀
子
さ
ん
（
石
　
井
）

年
金
の
老
後
生
活
想
像
す
何
と
か
や
れ
る
ち
ょ
っ
と
甘
い
か
 　
　
　
 長
野
　
文
夫
さ
ん
（
桑
　
島
）

新
米
の
巻
き
ず
し
食
べ
て
母
偲
ぶ
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 多
田
　
文
子
さ
ん
（
平
　
島
）

コ
オ
ロ
ギ
や
秋
を
深
め
て
鳴
き
や
ま
ず
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 泉
　
　
史
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

阿
波
富
士
も
世
界
遺
産
に
嬉
し
そ
う
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 一
宮
　
一
郎
さ
ん
（
石
　
井
）

鏡
見
て
自
分
の
顔
に
バ
カ
と
言
う
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 遠
藤
　
達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

秋
深
し
こ
の
先
長
い
人
生
を
い
い
事
ば
か
り
期
待
す
る
 　
　
　
　
　
 吉
岡
　
悦
子
さ
ん
（
　
関
　
）

仏
に
も
鬼
に
も
な
っ
て
日
々
介
護
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
　
宏
さ
ん
（
天
　
神
）

車
椅
子
新
車
に
乗
っ
て
上
機
嫌
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 伊
澤
　
慶
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

　○に入る言葉は何でしょう。
［問１］　平成２５年９月○○日に中央公民館で「敬老会・金婚者激励会」

が開催されました。
［問２］　「ふじっこちゃん宝くじ１４１」抽選券は、町内加盟店で○○○円

のお買い物につき１枚もらえます。　
　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により１２月１３日（金
曜日）役場必着でご応募ください。抽選で「１,０００円の図書カード」（５釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
名）、または「ふじっこちゃんストラップ」（５名）を進呈します。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

図書カード・ふじっこちゃんストラップを当てよう！広報クイズ
※記入例　

【問１】○○日
【問２】○○○円
住所・氏名（フリガ
ナ）・年齢（または学
年）、広報へのご意
見・ご感想など

※９月号の答え「①１６　②４」　
９月号の応募総数は６８通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。ご了承ください。

　皆さんからお
寄せいただいた
ご意見やご要望
についての回答
を紹介します。

四銀いしいドーム周辺の件について
　運動広場の中に犬を入れている
人がいます。注意の看板が十分な
位置に置かれていません。また、
休館日の月曜日には駐車場を開け
る必要はないと思います。

　「犬進入禁止の看板」
は目立つところに１０カ

所設置しています。設置箇所を移
動させるなどしてさらに注意喚起
を促したいと考えています。ま
た、四銀いしいドームは周辺住民
の憩いの場として整備した公園
で、連日来場者があります。駐車
場を閉鎖してしまうと、路上駐車
する車もあることから、現在月曜
日は午前８時３０分から午後５時ま
で開放しています。ご了承ください。
いただいたご意見は町政に活か
すようにしています。ありがと
うございました。

町長への
ハガキ
町長への
ハガキ
Ｑご意見・ご要望

Ａ回答
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　4月から、被災地支援と言うかたちで宮城県
岩沼市へ派遣となり、はや半年が過ぎました。
そして、あの未曾有の大災害を引き起こした東
日本大震災からも、もう2年と半年以上が経過
しました。新聞やニュースを見ても、震災関連
の報道は少なくなっており、震災前に近い生活
に戻っているように思われます。
　特に、今私が居る岩沼市ではトップクラスの
速さで復旧計画が進んでおり、震災から1年
少々の期間で県内初の開発許可を受けた集団移
転住宅地の造成工事や、震災瓦礫を活用した「千
年希望の丘」という森の防潮堤を整備したりな
ど、その復旧の速さと斬新なアイデアで、東北地方の新聞でも「震災復興のトップランナー」と
紹介され、全国からも視察が相次いでいるほどです。しかし、他の市町村に行けば、依然として
津波によって破壊された建物が残り、工事用のトラックだけが走っている、という場所がまだ存
在します。また、私の勤務先でもある総合体育館の周辺では、仮設住宅が400棟ほど立ち並び、
そこでは未だに800人を超える被災者の方々が生活しています。
　現在、岩沼市では職員数の大きな不足と早急な復旧・復興のために、即戦力となる人材を一般
企業や市役所の退職者からでも募っています。また、私の他にも復興支援として、北は青森県、
南は鹿児島県の各市町村から職員が派遣されており、各部署に40名以上が在籍しています。こ
のような状況で残りあと半年間の派遣期間となりましたが、少しでも復興へのサポートが出来る
よう尽力したいと思います。

東日本大震災による被災地支援のため、平成25年4月
から1年間、石井町から職員1名を岩沼市教育委員会
スポーツ振興課に現地派遣しています。

▲千年希望の丘植樹祭の様子 ▲災害廃棄物処理施設

▲派遣場所である総合体育館事務室

総務課　主事 荻野　裕己【前期】

被災地派遣報告被災地派遣報告

ふじっこちゃん活動日記♪
　今回は、石井町をPRするお仕事に加えて、ゆるキャラグランプリの投票依頼も行いまし
た。ふじっこちゃんダンスも県外で初めて披露して、たくさんの方に喜んでもらえました。

　　ゆるキャラグランプリ投票PR活動
　　四国放送ゴジカル！出演
１０
8

　　　第６回百年縁日
　　in 大阪  新世界
9
7

　　       　ふなっしーとご当地キャラフェスティバル
               in そごう徳島店  開店30周年イベント
１０
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